GUILTY-Ⅳ
時間　1998

ヨンは西九龍署に居た。
もうじきこの署は場所を引越しし、この建物は資料置き場になるらしい。
そんな話を聞いてから来たものの、署内のあまりの慌しさに
さすがのヨンも少々困惑していた。
「重案のウォンシーチンsirは何処にいますか？」
近くを通りかかった、引越し準備中の同じ歳位の青年に問う。
すると、青年は辺りを見まわした
「ウォンsirは…。ファニー、見かけたか？」
青年は同僚か後輩らしい女性に聞いた
「たぶん、元会議室じゃないかしら？」
ファニーと呼ばれた女性がニコリとして答えると、
「---だそうです」
と、青年も笑顔でヨンに伝えた。
ヨンは軽く微笑むと「ありがとう」と言い、元会議室の方へ歩き出した。
その後ろ姿をファニーが見送りながら「カッコイイ人w」と
胸をときめかす。すると、その様子を見ていた別の青年が
「お前、あーいうキザっぽいのがいいわけ？」
と、茶化しながらわざとらしく眉をしかめた。
「あら、少なくとも、大Bよりはいいかなぁ…。うん。」
ファニーは大Bにニヤリとしながら言う。
そう言われた大Bはそれを聞いて
「まぁ、さっきみたいにラウ先輩と並ばれると俺の入る余地はないかなぁ…」
と、今度は顰めた眉を落として溜息をつく。
そんな2人の会話を見ていたラウは、

「ほら、続き、続き」
と、2人に荷物のまとめを急かした。
元会議室へ歩き出したヨンは、ふと、さっきの青年の顔が
記憶の奥に思い当たった。ココへは何度もきている、
きっとその時に見かけたのだろうと思うが、
それよりももっと前に…そう、警察学校時代に見た気がした。
1つ下で銀賞をとった奴じゃなかったかな？という気がしたとき、
探していたウォンの姿を目の前に見つけた。
「お久しぶりです」
ヨンはウォンsirにそういい軽く会釈する。
ウォンsirの方は一瞬煙たそうにヨンを見たが、ヨンは気にしなかった。
「今日は、何の用だ」
しかし、ウォンsirは平静に言った。
「去年の…ンガイウェンハウの事件の事で、資料をお借りしたくて来ました」
ヨンはそういうと、微笑む。が、ウォンsirは「もう全て渡した」と冷たくあしらった。
だが、ヨンはそれで引き下がるような事は無い
「保安科の方でも必要なんですよ。彼は政界との繋がりもありましたからね。
特に、彼の日記をお借りしたい。勿論、問題が無ければすぐにお返しします」
そういって、急かす様に手を差し出した。ウォンsirは日記と聞いて、否定しようとした
「そんなものは…」
「無いとは言わせません。私は知ってますよ」
が、ヨンは笑みを崩さずに、尽かさずかぶせた。そして、言う
「私は保安科です。政治関連の事件以外に興味はありません。
あなたにとって何か都合の悪いことが書かれていたとしても、
上手く誤魔化しましょう。これは取引です。」
「お前が、それだけ信頼できる人間かどうか俺は知らない」
ウォンsirは現場刑事独特の目の力をもち、ヨンにそう言ったが、
「私は貴方がいう秘密主義の好きな保安科の人間ですよ」
ヨンは怯まず、差し出した手を更にウォンsirに突き出した。
しかし、ウォンsirはそれを振り払い、ツカツカとその場を立ち去った。
ヨンは、彼を追うことをせずに、静かにその背を見送った。
時間　2002

キョンやディトロと別れて、

ヤンは、独り、部屋に戻ると、机の引出しの鍵をあけた。
その奥にある紙袋を取り出す。
4年前に、ウォンsirから渡されて以来、手にした事がなかった。
唇を噛み、少し躊躇いがちに、紙袋から日記をとりだし、
その頁を、適当に開いてみた。
時間　1997

議会への立候補者を集めた、華やかなその酒宴から一転、

95年の殺害事件の容疑者としてハウは一旦逮捕されたが、保釈金を支払い、家に戻っていた。

証拠は何も無かった。実際、あの日のあの時間にハウは警察署内に居た。

証人は警察官だ。

だが、今回のこの事はンガイ家を失落させるには十分なスキャンダルで、

さっきからひっきり無しにかかってくる電話は、すべて悪い知らせでしかなかった。

あの、ハウがコネ作りのために体を開いた北京の有力政治家さえも

あっさりとハウを見捨てた。

家族をハワイへ避難させる用意をさせたハウは、ヤンを部屋に残し、

机に向かい、日記帳を広げてはいたが、ペンは進まなかった。

ヤンはいつもの席から、時折そんなハウの姿を横目で見ていた。

すると、ふと…思い浮かぶ風景が脳裏に蘇る。

自分がンガイ家に来るようになってから、幾度かみた風景。

それは、いまや封印された過去の情景。

あの頃のロ・ガイと、今の自分はどこか似ている気がした。

無論、自分はハウと友人でなければ、未だに兄弟だと認めたくは無い。

警官と…容疑者にすぎない。

そう、思っている。理論的には。

だが、少し憔悴した顔で物思いに耽っている今のハウをヤンは哀れだとさえ思った。

と、ハウはヤンの視線に気がついた

「どうした？」

やさしく微笑みながら問うハウ。

嗚呼、いつもそうだ。この人は残酷な事をしておきながら、

普段はこうして柔らかく笑うことのできる人なのだ。

この家に生まれさえしなければ、彼は普通の幸せを手に入れていただろう。

しかし、それは空論。

「いえ…。」

ヤンは考えていたことを顔に出さないように注意しながら首をふった。

「…やりなおす事は、もう出来ないのだな」

自嘲ともとれる苦笑を浮かべながら、ハウは立ち上がり、

机の上に置かれたぬるくなったアルコールを手にし、喉に流した。

そして、部屋の中央に置かれたソファに移動する。

「この前、私は…ロ・ガイを許さないと言った。」

その名を口にしたとき、ハウの声が微かに震えた。

しかし、ヤンは何も言わず、静かに　ハウを見つめる。

「本当は、解っているんだ。奴も私も、それぞれの職責と運命を受け入れただけ。

『手に入れるのは容易く、手放すのは難しい』

ロ・ガイは、警官であることを、手放せなかっただけなのだ。」

ハウはそういって、静かに口を閉じた。

ヤンは、それは違うと言いたかったが、声に出すことができなかった。

ロ・ガイが本当に捨てられなかったのは……

貴方への想いなのだ。

と…。

あくる日、ヤンは再会したウォンsirに小さな鍵を渡した。

ロ・ガイの墓前で。

自分の気持ちに整理なんてついてはいないが、

それでも、今ならロ・ガイの”裏切り”の意味が解る。

たぶん、あの頃だったならば、ハウはもっと軽い刑で済んだだろう。

ロ・ガイはそれを知っていたのだ。

だが、それはもう、遅すぎる時間。

『手に入れるのは容易く、手放すのは難しい』

ハウの言葉が、胸に蘇る。

「お前に、実の兄を逮捕させることが…重荷になるだろうと、ルクは言っていた。」

ウォンはロ・ガイの隣に眠るルクの墓標を見て、そう、つぶやくように言った。

ヤンはふと、笑みを浮かべた

「知ってて、やらせたんだろ。だから、俺はこの事件が終わったら署に戻してくれよ。

過去は何もかも忘れたい。だから…」

そこまでいい、墓標のロ・ガイの写真と目が合う。

「…俺は警官だ。人を裁くことは出来ない。ただ、法を犯したものを捕まえるだけだ。」

そういって、今度は視線を海へ向ける。

「だけど、俺は奴の家族を思うと、これらの証拠を提出するのが遅れた。それは、俺の罪だろう」

笑みが、自嘲へと変わる。しかし、ウォンはその事を咎める事はしない。

いや、ウォンはヤンを咎める事は出来ない。

そして、ヤンは今の自分の自嘲は、自分がついた嘘への自嘲だと解っていた。

奴の家族…？

自分から、よくもそんなうまい言葉が出てきたと思う。

だが、その真意を、ヤンは自分では認めたくなかっただけだった。

時間　2003

ラウは机の上に散らばる資料に、赤い眼を向けた。

そこにはある男の写真。

懐かしそうな、どこか寂しそうな視線で、彼の写真を取り上げる。

「俺は貴方を逮捕しなければならないんだ…兄さん」

そう、つぶやいて、ラウはヨンの写真を抱きしめた。

